
グラフ凡例
当該病院値（当該値）

類似病院平均値（平均値）

平成30年度全国平均

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。
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2. 老朽化の状況

全体総括

　当院は、県内全域を対象とした救命救急医療・
周産期医療等の政策医療を提供する等、県立病院
としての役割を今後とも果たしていく必要があり
ます。
　そのためには、経営の安定化が不可欠なため、
平成28年度に策定した「新公立病院改革プラン」
を着実に実行し、平成30年度に策定した「経営改
善計画」を推進する中で、経営の改善に取り組ん
でいきます。H26 H27 H28 H29 H30 H26

48.3 平均値 26.3 27.5 27.4 27.819,207 平均値 48.7 48.5 49.2 48.768,751 平均値平均値 60,787 62,913 64,765 66,228
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15,610 16,993 17,680 18,393

当該値 58,348 60,844 61,997 61,760 65,200 当該値
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Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

　平成30年度は、経常・医業収支比率は前年度に比べ
低下し、累積欠損金比率が上昇するなど厳しい決算と
なりました。
　夜間看護体制整備のための看護師の増、医療機器の
高度化多様化への対応のための医療技術職の増などに
より職員給与費が増加する一方、新規入院患者の減少
や平均在院日数の短縮による病床利用率の低下、特定
の診療科の医師不足などによる収益の減少が要因と考
えられます。
　平成31年3月には「経営改善計画」を策定し、病棟
再編による効率的な人員配置や、医療秘書の活用によ
るタスクシフト、経費削減の取り組みなどを定め、経
営の健全化・効率化について病院全体で取り組みを推
進しています。

2. 老朽化の状況について

H26 H27 H28 H29 H30 H26 H29 H30 　現施設は、移転新築から約20年が経過し、建築
外装や照明器具等の更新時期を迎えています。
　また、建築内装や電気・空調・衛生設備もあと
10年以内に更新時期を迎えます。
　病院の保全・長寿命化のための工事を計画的・
効率的に実施するため、本院では平成27年11月に
「島根県立中央病院長寿命化計画」を策定し、現
在、当該計画を基に修繕・更新を進めています。
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Ⅰ 地域において担っている役割
　当院では、三次救急を担う高度救命救急センターを
設置するとともに、ドクターヘリの基地病院として、
県全域から重症患者を受け入れています。
　また、県内唯一の総合周産期母子医療センターとし
て、常時の母体・新生児の受け入れを行うとともに、
地域がん連携拠点病院として、手術・化学・放射線い
ずれの療法にも対応できる体制を確保しています。
　さらに、地域医療支援病院として、代診医派遣や地
域医療従事者への研修等地域医療・へき地医療の支援
に取り組むとともに、基幹災害拠点病院・原子力災害
拠点病院として、災害医療の体制を整備しています。
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公立病院改革に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性 再編・ネットワーク化 地方独立行政法人化 指定管理者制度導入

686,126 53,661 非該当 ７：１ 536 -

【】

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 看護配置 稼働病床（一般） 稼働病床（療養） 稼働病床（一般＋療養）

許可病床（合計） －

直営 25 対象 透 I 未 訓 ガ 救 臨 が 感 災 地 40 6 634

- - ■

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症）

条例全部 病院事業 一般病院 500床以上 自治体職員 その他 588

経営比較分析表（平成30年度決算）
島根県　中央病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核）
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